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就労纏饒支擾A型事集所におけるスコア表（全体）

事婁所名 らぶらんどカフェ八代

住所 熊本県八代市豊原上町3228

鼈話書号 050-3578-1395 
| 

(I) 労働時間

①1 日の平均労働時間が 7 時間以上

②1 日の平均労働時間が 6 時間以上 7 時間未漬

③1 日の平均労働時間が 5時間以上 6時間未瀑

④1 日の平均労働時間が 4 時間30分以上 5 時間未溝 40 

⑤1 日の平均労働時間が 4 時間以上 4 時間30分未溝

゜⑥1 日の平均労働時間が 3 時間以上 4 時間未溝

⑦1 日の平均労働時間が 2時間以上 3 時間未溝

⑧1 日の平均労働時間が 2時間未瀾 点

①90点②80点③65点④55 点⑤40点⑥30点⑦20点⑧5点

(n) 生産活動

①過去 3年の生豊活動収支がそれぞれ当該各年度に利用

者に支払う賃金の総額以上

討去3年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の

度における生産活動収支がそれぞれ当舷各年度に利

゜用者に支払う貫金の総額以上

③過去 3 年の生産活動収支のうち前年度における生産活
動収支のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上 50 

④過去 3年の生崖活動収支のうち前々年度における生匿
活動収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以

上

⑤過去 3年の生竪活動収支のうち前年度及び前々年度の
各年度における生屋活動収支がいずれも当該各年度に利
用者に支払う賃金の総額未漏

⑥過去 3 年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用
占者に支払う貫金の総韻未漏 (※) 8項目の合It.~に応じた点数 （注2) 5以上： 15点、 4~3:5点、 2点以下： 0点

‘"‘ 
①60点②50点③40点④20点⑤ー 10点⑥ー20点 1 (V) 地蟻運襴活動

(m）多様な働き方（※）

①免註．宜投襄堡．捜定Q愛撞勧奨に閣丈る割度

就婁規則等で定めている

②を1目登乏璽員としエ畳目丈る割度

就婁規則壽で定めている

゜碑圭動壼に係る労働蚤性及び凪務規復

就婁規則纂で定めている

゜④2 k'.・と 2 ろ 24ム慰に係る労働急性

就婁規則壽で定めている
15 

®短匝閲勤務に係る労働全性

就婁規則零で定めている

⑮芭差出動触度（こ伍る労働急性

就婁規則等で定めている

゜の査給佐圏の勝閲皇位殿盪又は駐画的1史与制度

就婁規則纂で定めている

゜“癒佐匿雙Q屈慢に閲する事項

就婁規則等で定めている

゜小計（注1) 6 点

i!! 81員目のe Itと［Jこじた 9 （注 1) 5以上 15点、 4~3 5点、 2点以下． 0点

事業所薔号 4310200557 

瞥理君名 中野I!子

対象年度 令和 6年度

(N) 支橿力向上（※）

①研饉且画に基ゴいt-外部紐饉会又は内部紐條会

参加した職員が 1 人以上参加している

゜②紐饉 竺会雙＆I広空会誌蔓においエ免表

1 回以上の場合

゜③揖璽・案置の案施2（広愛は入社

いずれか一方のみの取組を行っている

④販路拡大のllllI屈会蔓への登加

1 回以上の場合

゜諷員Qム蔓駐価制度

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
5 

制度を設け、全ての職員に周知している

®ビZ共丞ーターQ配匿

ピアサポーターを庸員として配匿している

匹二査駐価

過去 3年以内の福祉サービス第三者評価を

受審しており、結果を公表している。

⑱国匿握塑化規掛が定ぬt一榎格翌Q且紐笠

都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた

規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計（注2) 3 点

地域の事業者と連携した付加価値の高い問品開発、企集や官

公庁纂での生座活動等地域社会と運携した活動を行い、そのi o 
結果をインターネット等により公表している

10 

点

l事例以上ある場合汀誼

(VI) 経嘗改●計圃

経掌改善計画の提出を求められていない。または、経嘗改善

計画の提出を求められているが、指定された期日までに提出 I o 
している。 ゜点

期限内に提出していない場合： •50占

(")利用者の知識・能力向上

前年度において、就労継紐支援A型寧業所等が利用者の知貰

及び能力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内

容を記霰した事肛告書を作成し、インターネットの利用その他

の方法により公表している。

゜ 10 

点

1事例以上ある場合 10点

項目 点数

労働騎Ill 5点 20点 30点 I 40点 55点 65点 80点 90点

生慶活動 20点 -10点 20点 40点 60点 60点
~ r 1 

·構な働き方 0点 5点 1 16点
文擾力向上 0点 6点 16点

地壇遍携滑動 0点 10点 1

輯嘗改●計■ 0点 50点

臓利・用能看力の向知上 0点 10点 1

合計

130 
点 /200怠一



様式2-2

就労継続支援A型事業所におけるスコア表（実績 I ~W、 VI)

(I) 

前年度（令和 6 年度）

雇用契約を樟桔していた全て
7. 371 I I 屠用払約を樟桔していた I, 810 |人 I'り用者の 1 8 の 1 4. 1 I 時間の利用者における延べ労働1号 平均労酌9弓間数

間
時間 連ペflJ用音tt

(n) 生崖活動

会計期間（ 月～ 月）

前々々年度（令和 4 年度）

|円|生澄活動収入から経 1 2. 131. 783 |円 I：諜に支払った賃 I 7,663,314 |円 I 収支 I • 5,531.531 
費を 9令いた＂

前々年度（令和 5 年度）

I円|生朕舌9り収入から経 1 7. 458, 763 |円 |：：：に支払った賃I 7. 421. 521 |円 I 収支 I 37,242 
費を駐いた＂

前年度 （令和 6 年度）

I円I生患紐収入から経 1 6,847,932 |円 |::；に支払っ”| 6,703,697 |円 I 収支 I 54,235 
費を駐いた＂

(m）多様な働き方

前年度（令和 6 年度）における取組（全佳塁「(II!l 印掛な鯰2 五 I 9.).企屯目に bいエ（江塁良則壁ヱ定ぬ工い ~I と山町、K昼合1,- iば蘇）

①許・賣格取暢、檜定の曼檜働員に■する＂度

竺免許・資格取得、検定の受検勧奨
に関する制度を定めている......, 

②利用書を職員として畳用する鯖度

◎利用者を靡員として登用する制度を

定めている

③在宅動精に係る労働彙件及び履霧矯律

在宅勤務に係る労働条件及び服務規偉

に関する制度を定めている

④フレックスタイム割に係る労働条件

◎フレックスタイム制に係る労働条件を~. 
定めている

⑤矯時間勤務に係る労働条件

◎短時間勤務に係る労働条件を

定めている

⑥崎差出勤創度に係る労働条件

◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている

⑦＊飴休曝の鵬間皐位取得又は計園的付与制虞

鳳：：］：：：：：：：で［：：たは、
⑧傷綱休躙事の取得に襲する事項

◎傷病休暇等の取得に関する事項を

定めている

('IV) 支援力向上

前年度（令和 6 年度）における取組（ 「 o l - - ^ -

①ltliに基づいた外欝研修會又は内欝研修會

.•.... 研修計画を策定している
竺外部研修、もしくは内部研修を

1 回以上実施している。

x研修名 「利用者さんと共にある臓場

～就稟規則の奏本とA型スコア万天への対応～J

．．．．．．面修講師 高森祐樹氏

実純日・受講者数 1 月 23 日 40 人

④販慶拡大の●●食事への●加

◎販路拡大の商談会や展示会等へ 1 回以上.......... 
参加している。
，商談会寡名 おとなりマルシェ＠アミュ広場・
主催者名 熊本市、JR九州
旦．時 令和 7年 3月 20 日

•I 

内容 ：毎月 1 回びぶれす広場で開催
．．．、．．贔．．．．

侠き菓子、ハンドメイド作品の販売。

②研修、学金響又は学會鯰纂において覺覆

◎研修、学会等又は学会誌寡において

1 回以上発表している

※研修、学会事名障害者就労支援セミナー

実範日 令和7年 1 月 27 日

※学会誌等名

掲載日 月 日

発表テーマ ：就労連続支 1夏から一般就労ヘ

③••実詈の宴篇又は受け入れ
◎先遵的事藁者の視察・実ざの実糀している ”.....-
もしくは、他の事茎所の視察・実ぢを受け入れている

•••一．．．．

※先進的事業者名

実應日／参加者数 月 日
．．丈

... 
計也の事業所名

実栢日／参加者数 月 日 天.....,... 

一
日
一
名
一
名
一

一
ロ
一

る
i
月
一
i

、
.
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『
-
]
-
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―

竺
量
~
＿

⑤
◎
◎
i
人
人
う
．
当

⑥ビアサポーターの配置

I◎ビアサポーターを配口している
◎当該ビアサポーターは「障害者ピ 7淋’ート研修」—1......... 1 
を受揖している

1;面面面面―ー頁 日～月 日
就業時間 .......-
譜務内容

-••I 

⑦篇三看評値

I·<¥,.煎年度末日から過去 3 年以内に
揖祉サーピス第三者評僅を受けている.......... -----

棗評価を受けた日........... 
第三者評僅機闊

月 日

⑧国■欄皐化規格が定めた規格鴫の鱈証纂

贄；0が制定したマネジメント
等の認証箸を受けている

巣認証を受けた日 月 日

規格等の内容

(VI) 

哩輝定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、
経営改善計1i1書へ提出した。

|※受理日 年月日,............—~ ~ ~ •• • 

各項目について週宜、実績がわかる情報を追加すること。



□ 

就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 らぷらんどカフェ八代 事業所番号 4310200557 

住所 熊本県八代市豊原上町3228 管理者名 中野睦子

電話番号 050-3578-1395 対象年度 令和6 年度

地域連携活動の概要

く活動内容＞

1（活動場所） エルセルモ八代（毎月第3木曜日開催）

（実施日程） 令和7年3月 13日（参加6回目）

（実施した生産活動・施設外就労の概要）

エルセルモ八代での販売

（利用者数等）

利用者： 3名

支援員： 1名

開催時間： 10:00~15:00

く目的＞

（地域連携活動のねらい）

ご利用者の方との関係をつくり、地域での活動の

幅を広げる

（地域にとってのメリット）

地域の方との関りができ社会資源の一つになれる

（対象者にとってのメリット）

日常的に生活する地域でのコミュニケーション作り

く成果＞

（実施した結果）

売上金額： 3,910円

（得られた成果）

販売時に地域の方とのふれあいが出来たこと

販売できたことの達成感

（課題点）

ご利用者の販売時間中の集中力継続が課題

く活動の様子＞

軍幽飼濾：
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連携先の企業等の意見または評価

（連携した結果に対する意見または評価）

当イベントは『地域の皆様を笑顔に』を目的とし、来場されるお客様、出店者様が主役のイベント

です。毎回欠席することなく出店して頂きありがとうございます。

準備や片付けもスムーズにおこなえるよう全員で取り組んでおられ、仕田として前向きに取り組んで

いただいてるなと感じています。

（今後の連携強化に向けた課題）

老若男女様々な方がご来場されますので、お客様とのコミュニケーションを楽しみながらおこなって

いただけたらと思います。

連携先企業名 株式会社エルセルモ セルモ八代支部 ] 担当者名 県南エリアマネージャー

石田絨氏



令和 7年 4月

|.式2 | 
14日

就労継続支援A型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告害

事錨所名

住所

電話番号

らぷらんどカフェ八代

熊本県八代市豊原上町3228

050-3578-1395 

事業所番号

管理者名

対象年度

く活動内容＞

活動i9所

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

く活動の様子＞

実施日程

熊本市中央公民館

令和7年3月 14日

実施した利用者の知織・能力向上に係る実施の概要

無人航空機の操綬者技能証明制度取得者の指導のもと、ドローン体験会開催

に向けて令和6年1月から計画～操作練習等を毎週行い、令和6年3月28日初

開催。その後も毎週二回の実践練習に取組み、直近では令和7年3月 14日に開

催．ドローン操作方法や開催方法などのデモストレーションの訓練を通じて

知滋や技術、経験を墳む。

利用者数 9名

活動の様子の写真

く目的＞ I成果物の写口

利用者の知租・能力向上に係る実施のねらい

・ドローン操作方法の知滋や技術、経験を招み、コミュニケーション能力の

向上で社会性を高める． ・一般就労の

可能性と自信に繋げる。

利用者にとってのメリット

一般就労や自立に向けての自信となり、今後の進路選択肢が増える。

く成果＞

実施した結果

・チームとして業務分担をして進めることができている。 ・意見

を伝え合うことで互いに認め合い、組繊的なものが自然とでき上がってい

る．

＜亘蚕»

活動内容の追加コメント

,ヽ 

4310200557 

中野睦子

令和6年度

i• •••• 

得られた成果

・体カ・持久力向上、継続する力がついた。

諜追点

．輿味の薄い利用者にどのように関わっていけるか。

•練習場所の確保

・体験会として第三者を呼んで開催できるようになったことで、

他者に楽しんでもらえる喜びを感じながら作業に取り組めるよう

になった。また、そのための企画力と自主性が向上し、更なる自

信と一般就労に向けた進路に自身の可能性が実感できるように

なってきた。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携した結果に対する怠見または評価

・ドローンに触れることで興味を持ってもらい、基本操作に伯れ操縦の楽しさが休験できた。

・役割分担を決めて連携して行動することで自らの自信につながり、コミュニケーション能力を高める訓練ができている。

・ドローン操作体験会プログラムを遂行するために、協力して進めることができるようになってきた。

‘`; itｷ (1)J’J, lfゞけiイヤ9(, 1h」し） /, 9,'[b’/J 

・体験会参加者へ楽しさを伝えることを慈識し、他人に伝えるコミュニケーション能力を椴えていくプログラムの計画．

・参加者への指打を通じて自らの慈見を伝える力や、参加者の気持ちに配想できる能力を高める活動内容の検討．

・体験会ブログラムを自ら考えることで、i l画・企画・調炉能力の存成．

迎携先企業（担当者） MPS （代表・三浦省ー氏）

百'·
・ドローン探作の準備・設営を通して自主性を成長させることができた。

・ （ドローン体験会の）受付、 ドローン機械接続、 ドローン設営会場設営を通してイベントの開催の仕方を学べた。 ・ドロー

ン操作を教えることで、丁回で悦しい話し方ができるようになったリ ・ドローン操作技

術が、デモンストレーションできる籾笈に向上した。

・体験会3時間、休憩なしでできる体力がついた。

・ドローンの教え方が、体験者によって変わるのがかなり大変だった。

・ドローン体験会でもっと協力的になり、周りに配lぷ（する人間になりたいと思いました。

・先生は、見守りながら支援し、悩んだ時は助匿をくださり、正確で的確、分かりやすい教え方で素晴らしかったです。

・会場の府の鑓を用怠する所から、会計の領収1りを預かる因任者まで全て自分たちでできるように自主性を教えてくれます。
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